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■　専修大学140周年ロゴ/石巻専修大学30周年ロゴ

　
２
０
１
９
年
度
の
専
修
大

学
学
位
記
授
与
が
３
月
22

日
、
神
田
・
生
田
両
キ
ャ
ン

パ
ス
で
行
わ
れ
た
。
学
部

（
一
部
・
二
部
）
４
２
３
５

人
、
大
学
院
（
修
士
・
博

士
）
81
人
、
法
科
大
学
院
14

人
の
計
４
３
３
０
人
が
学
窓

か
ら
飛
び
立
っ
て
い
っ
た

（
２
面
に
卒
業
生
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
写
真
特
集
）
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
防
止
の
た
め
、
両
国
国
技

館
で
実
施
予
定
だ
っ
た
卒
業

式
・
学
位
記
授
与
式
を
中
止
。

各
キ
ャ
ン
パ
ス
で
学
部
ご
と

に
学
位
記
が
授
与
さ
れ
た
。

　
同
日
付
で
大
学
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
卒
業
生
・
修
了
生
に

向
け
た
特
設
ペ
ー
ジ
を
開

設
。
佐
々
木
重
人
学
長
と
日

髙
義
博
理
事
長
の
祝
辞
、
総

代
謝
辞
、
卒
業
10
年
目
の
先

輩
の
お
祝
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
な

ど
を
掲
載
し
た
。
佐
々
木
学

長
は
「
皆
さ
ん
が
本
学
で
培

っ
た
英
知
は
、
今
ま
で
経
験

し
た
こ
と
が
な
い
よ
う
な
事

態
へ
の
対
応
能
力
を
鍛
え
る

た
め
の
も
の
だ
っ
た
と
自
覚

し
て
ほ
し
い
。
一
人
一
人

が
、
こ
の
危
機
を
克
服
す
る

力
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
る
」
と
激
励
し
た
。

　
日
髙
理
事
長
は
「
皆
さ
ん

の
社
会
で
の
活
躍
に
よ
っ
て

専
修
大
学
の
真
価
が
決
ま

る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
道
で
ま
い

進
し
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
か

け
た
。

　
今
年
度
、
総
代
謝
辞
に
選

ば
れ
た
の
は
、
河
井
良
太
さ

ん（
経
済
）と
山
下
佳
織
さ
ん

（
商
）。河
井
さ
ん
は「
変
化
す

る
社
会
で
私
た
ち
は
力
強
く

前
に
進
ん
で
い
か
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
こ
れ
か
ら
先
も

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
真
摯
に

向
き
合
い
、
乗
り
越
え
て
い

く
こ
と
で
、
自
分
自
身
を
成

長
さ
せ
て
い
く
」と
誓
っ
た
。

　
山
下
さ
ん
は
「
今
の
時
代

を
生
き
て
い
く
の
に
必
要
な

力
を
大
学
で
育
み
、
私
の
世

界
は
広
が
っ
た
」
と
振
り

返
り
、「
こ
の
学
び
を
生
か

し
、
今
を
一
生
懸
命
に
生
き

て
明
日
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
」
と
語
っ
た
。

　
学
位
記
授
与
は
学
部
や
大

学
院
研
究
科
ご
と
に
両
キ
ャ

ン
パ
ス
の
教
室
で
行
わ
れ

た
。
教
員
か
ら
学
位
記
を
受

け
取
っ
た
マ
ス
ク
姿
の
卒
業

生
は
目
を
細
め
「
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
」と
応
え
た
。

　
春
の
日
差
し
に
包
ま
れ
た

両
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
多
く

の
卒
業
生
が
仲
間
と
の
別
れ

を
惜
し
ん
だ
。
西
塚
悠
太
さ

ん
（
商
）
は
「
卒
業
式
が
な

い
の
は
残
念
だ
け
ど
、
最
後

に
思
い
出
が
詰
ま
っ
た
キ
ャ

ン
パ
ス
で
友
だ
ち
や
先
生
に

会
う
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ

た
」
と
朗
ら
か
に
語
っ
た
。

　
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
黒

門
前
で
卒
業
生
が
記
念
撮

影
。
満
開
の
サ
ク
ラ
を
見
上

げ
、
佐
澤
の
ど
か
さ
ん（
法
）

は
「
新
校
舎
の
中
を
見
て
み

た
か
っ
た
の
で
、
機
会
が
あ

れ
ば
カ
フ
ェ
や
学
食
を
利
用

し
た
い
。
新
し
く
な
る
神
田

キ
ャ
ン
パ
ス
で
後
輩
た
ち
に

は
楽
し
く
学
ん
で
ほ
し
い
」

と
語
っ
た
。

川
島
記
念
賞
受
賞
者
（
学
術
賞
・
体
育
賞
・
奨
励
賞
）
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／
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石
巻
専
修
大
学

10
号
館
は
２
０
１
８
年
２

月
に
着
工
。
鉄
骨
造
り
一
部

鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

り
、
地
下
1
階
地
上
16
階
建

て
、
延
べ
床
面
積
１
万
５
７

８
２
平
方
㍍
。

　
ゼ
ミ
室
や
講
義
室
な
ど
の

各
種
教
室
の
ほ
か
、
３
階
に

は
授
業
や
講
演
会
、
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
な
ど
多
目
的
に
利
用

で
き
る
「
黒
門
ホ
ー
ル
」、

最
上
階
の
16
階
は
レ
セ
プ
シ

ョ
ン
な
ど
を
行
う
「
相
馬
永

胤
記
念
ホ
ー
ル
」
が
あ
る
。

13
・
14
階
に
は
、
図
書
館

靖
国
通
り
分
館
が
入
る
。
知

識
を
深
め
る
基
地
と
な
る
よ

う
Ｋ
ｎ
ｏ
ｗ
ｌ
ｅ
ｄ
ｇ
ｅ

Ｂ
ａ
ｓ
ｅ
（
ナ
レ
ッ
ジ
・
ベ

ー
ス
）
と
名
付
け
ら
れ
た
。

学
修
用
の
基
本
図
書
を
中
心

に
所
蔵
し
、
電
子
資
料
の
提

供
も
積
極
的
に
行
う
。
閲
覧

席
は
１
７
５
席
。
13
階
は
グ

ル
ー
プ
学
修
の
た
め
の
ス
ペ

ー
ス
と
、
パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
が
設
置
さ
れ
た
ア
ク

テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
対
応

し
た
エ
リ
ア
。
14
階
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
デ
ザ
イ
ン
の
椅
子

や
机
が
配
置
さ
れ
、
静
か
な

雰
囲
気
の
中
で
集
中
し
て
学

ぶ
こ
と
が
で
き
る
個
人
学
修

に
適
し
た
エ
リ
ア
と
な
る
。

15
階
の
グ
ロ
ー
バ
ル
フ
ロ

ア
で
は
、
国
際
交
流
や
留
学

に
つ
い
て
の
情
報
交
換
や
相

談
な
ど
が
で
き
る
。
７
階
に

は
学
生
ラ
ウ
ン
ジ
（
食
堂
）

が
入
り
、
１
階
に
は
カ
フ
ェ

を
設
置
し
た
。

　
開
放
感
あ
ふ
れ
る
ガ
ラ
ス

張
り
の
外
観
。
外
に
出
ら
れ

る
テ
ラ
ス
を
各
階
に
配
し

た
。
高
層
階
か
ら
は
日
本
武

道
館
や
ス
カ
イ
ツ
リ

ー
が
見
え
る
。

　
各
フ
ロ
ア
や
階
段

に
は
憩
い
や
学
び
の

場
所
と
し
て
利
用
で

き
る
オ
ー
プ
ン
ス
ペ

ー
ス
を
多
数
設
け
、

ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
も

各
所
に
配
置
。「
ど

こ
で
も
ア
ク
テ
ィ
ブ

ラ
ー
ニ
ン
グ
」
を
実

現
す
る
。

　
３
月
12
日
、
修
祓

式
が
行
わ
れ
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
落

成
式
・
内
覧
会
と
祝
賀
会
は

中
止
し
、
規
模
を
縮
小
し
て

関
係
者
だ
け
で
神
事
が
執
り

行
わ
れ
た
。

　
式
の
後
、
設
計
・
施
工
業

者
へ
感
謝
状
が
贈
ら
れ
、
日

髙
義
博
理
事
長
が
「
長
き
に

わ
た
る
難
工
事
を
完
成
さ
せ

て
い
た
だ
き
感
謝
し
ま
す
」

と
述
べ
た
。
佐
々
木
重
人
学

長
は
「
卒
業
式
の
中
止
で
４

年
次
生
は
在
学
中
に
10
号
館

に
入
る
こ
と
は
か
な
わ
な
か

っ
た
が
、
卒
業
後
も
気
楽

に
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
る
環

境
を
作
っ
て
い
き
た
い
。
神

保
町
に
溶
け
込
み
、
学
生
や

地
域
の
方
々
の
誇
り
と
な
る

よ
う
な
建
物
に
し
て
い
き
た

い
」
と
語
っ
た
。

神
田
10
号
館

140
年
記
念
館
完
成

新
た
な
学
び
の
拠
点

　専修大学神田キャンパス10号館（140年記

念館）＝写真＝が完成した。靖国通りに面す

る16階建ての高層校舎で、法学部に加え４月

に生田キャンパスから移転する商学部と、新

設の国際コミュニケーション学部などが利用

する。今年創立140周年を迎える本学の新た

な学びの拠点となる。 （７面に写真特集）

開放的な空間で学修できる「Knowledge Base」

●
日
本
語
学
科

●
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部

２
０
２
０
年
４
月　

ス
タ
ー
ト

神
田
・
生
田
で
学
位
記
授
与

英知を力に、前へ

生田キャンパスでは卒業生が

卒業の喜びを分かち合い、仲

間との別れを惜しんでいた




